
腎生検（小児）　（PED018）
ステップ名称

 

  

患者状態

知識・教育・理
解

新規-大分類

投薬

注射

医師

検査

輸血

手術

看護

食事

栄養指導

リハビリ

文書

カルテ

コメント

指導料・加算

 

 

 

 

 

処置

指導

指示

対症指示

検体検査

生理検査

放射線

その他

 

 

日常生活ケア

指導・教育

観察

その他

 

 

 

 

医師

看護師

コメディカル

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

清潔

排泄

その他

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

ステップ名称 検査前日 検査当日

 1日前 基準日

  検査前 検査中 検査後

   

■検査について理解できる
・検査に対する不安の訴えがない
   

医師の指示により、点滴を開始す
ることがあります。その場合、一
緒に採血もします。
持続の点滴になるか、夜間一旦中
止するかは医師の指示に基づいて
行います。

検査に関連する制限はありません
。

体温・脈拍・血圧を適宜測定に伺
います。

必要書類（入院誓約書、検査承諾
書、鎮静同意書、抗生剤等アレル
ギー問診票、大学提出同意書、身
体抑制同意書）を確認させていた
だきます。

DMSAシンチの検査を行う場合があ
ります。その場合は医師より説明
があります

採血、尿の検査があります。

心電図の検査があります。

胸のレントゲンの検査があります
。

シンチ検査があります。

DMSAシンチの検査を行う場合があ
ります。その場合は医師より説明
があります

検査に関連する制限はありません
。
入浴が出来ます。
入院後から尿量測定を開始してく
ださい。

現在内服しているお薬がありまし
たらお知らせください（他院の薬
は医師に確認後、必要であれば内
服になります。抗凝固薬があれば
、休薬確認をします）。
クリニカルパスの説明をします。

尿量測定の方法について説明しま
す。

検査に関連する制限はありません
。

■合併症の症状・所見がない
・出血がない
■治療について理解できる
・床上で安静が守れている
   

止血剤の入った点滴と、抗生剤の
点滴があります。

腹部エコーをします。

検査に関連する制限はありません
。

体温・脈拍・血圧を適宜測定に伺
います。

検査に関連する制限はありません
。
入浴が出来ます。
入院後から尿量測定を開始してく
ださい。

クリニカルパスの説明をします。

検査後の安静度について説明しま
す。

午前中に浣腸を行います。その後
入浴も出来ます。その際に検査着
に着替えてください。
検査の前に点滴を始めます（採血
も一緒に行います）。
検査の30分くらい前になったら、
処置室へ移動して眠くなるお薬を
使います。そこで眠ってしまって
から尿道カテーテルを入れます（
尿検査も一緒に行います）。
検査の時間は（　）時（　）分を
予定しています。

朝食はいつも通りです。

止血剤の点滴を抗生剤の点滴があ
ります。

腎生検をします。

クリニカルパスの説明をします。

昼食は絶食になります。
12時まで水分摂取が出来ます。

検査後　安静指示

検査後、頻回に体温・脈拍・血圧
を測定に伺います。

歯磨きが出来ます。看護師が準備
のお手伝いをします。

クリニカルパスの説明をします。

検査後、腹痛、背部痛、血尿等の
症状があれば、すぐに医師か看護
師へお知らせください。
腎生検の傷口に保護テープを貼り
、その上から圧迫してさらにテー
プで固定します。
3時間の絶対安静中はお腹の上か
らも砂嚢で圧迫します。3時間後
に砂嚢は外します。

食事可能ですが、安静を保持しな
がら摂取してください。
ご家族に介助していただくか、不
安なことがあれば看護師にお声掛
けください。
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ステップ名称 検査後1日目 検査後2日目 検査後3日目

 1日後 2日後 3日後

  

■合併症の症状・所見がない
・出血がない
■治療について理解できる
・床上で安静が守れている
   

医師の指示があるまで、持続の点
滴が続きます。許可が出たら点滴
を中止します。

腹部エコーをします。

医師の診察後、許可があればトイ
レと洗面所まで歩行出来ます。そ
れ以外の歩行は控えてください。
出来るだけ、ベッド上安静を心掛
けてください。
体温・脈拍・血圧を適宜測定に伺
います。

清拭のみ

尿検査があります。

タオルで体拭きをします。

尿道カテーテルを抜いてから再度
、尿量測定をお願いします。
終了説明があるまで、尿量を測定
してください。

クリニカルパスの説明をします。

検査後、腹痛、背部痛、血尿等の
症状があれば、すぐに医師か看護
師へお知らせください。

エコー後に尿道カテーテルを抜き
ます。
また、医師が背中の圧迫を外しま
す。

抗生剤終了後に点滴を抜きます。

検査に関連した制限はありません
。

■合併症の症状・所見がない
・出血がない
   

   

病棟内のみ歩行出来ます。
プレイルームで遊ぶことが出来ま
す。

体温・脈拍・血圧を適宜測定に伺
います。

清拭のみ

尿検査があります。

タオルで体拭きをします。

尿道カテーテルを抜いてから再度
、尿量測定をお願いします。
終了説明があるまで、尿量を測定
してください。

クリニカルパスの説明をします。

検査後、腹痛、背部痛、血尿等の
症状があれば、すぐに医師か看護
師へお知らせください。

検査に関連した制限はありません
。

■合併症の症状・所見がない
・出血がない
   

■退院後の生活について理解できる

病棟内のみ歩行出来ます。
プレイルームで遊ぶことが出来ま
す。

体温・脈拍・血圧を適宜測定に伺
います。

シャワー可

背中の保護テープを剥がした後か
らシャワー浴が可能です。

尿道カテーテルを抜いてから再度
、尿量測定をお願いします。
終了説明があるまで、尿量を測定
してください。

クリニカルパスの説明をします。

検査後、腹痛、背部痛、血尿等の
症状があれば、すぐに医師か看護
師へお知らせください。
傷口のテープを剥がします。

検査に関連した制限はありません
。


